
事業場や工場等に設置される定置式の発電設備と違い、移動用発電設備は様々な工
事現場で、しかも、短期間の仮設電源として使用されるケースがほとんどです。こ
のような使われ方をされる移動用発電設備について維持管理の保安監督者である電
気主任技術者の選任はどのように行えばよいのですか？

出力10kＷ以上の移動用発電設備については事業場等に設置される定置式の発電設
備と同様、保安規制が課せられます。しかしながら、定置式の発電設備とは異なる
使われ方をされるため、使用実態（使用場所、使用期間等）に合わせた選任方法等
が、経済産業省から出された運用通達「移動用電気工作物の取扱いについて」の中
で定められています。

運用通達「移動用電気工作物の取扱いについて」では電気主任技術者の選任方法等
についてどのように定められていますか？

運用通達では下記の通り定められています。

移動用電気工作物の取扱いについて
� 平成17・05・20原院第１号
� 平成17年６月１日
� 経済産業省原子力安全・保安院
（1）（省略）

（2）�移動用電気工作物に係る法第42条の規定に基づく保安規程の届出並びに法第
43条及び電気事業法施行規則（以下「規則」という。）第52条の規定に基づ
く主任技術者選任の届出及び申請の運用に当たっては、次のとおり取り扱う
こととする。

　　①�法第42条の規定に基づく保安規程の届出
　　　（内容省略）

　　②�法第43条及び規則第52条の規定に基づく主任技術者選任の届出及び申請
　　�　�法第43条及び規則第52条の規定に基づく主任技術者選任の届出及び申請

は、移動用電気工作物を設置して使用する者が、使用する場所又はこれを
直接統括する事業場に主任技術者を選任（～省略）し、当該移動用電気工
作物を使用する場所を管轄する産業保安監督部長に提出するものとする。
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移動用発電設備の取扱いについて（その５）
　11月号では、「出力10kW以上の移動用発電設備」の使用実態（使用場所、使用期間等）に基づいた
電気主任技術者の選任方法等について解説します。
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運用通達では「使用する場所」又は「これを直接統括する事業場」のいずれかに電
気主任技術者を選任しなければならないこととされています。「これを直接統括す
る事業場」とはどのような事業場を指していますか？
さらに、「直接統括する事業場」及び「使用する場所」ではそれぞれ選任方法等が
どのように定められていますか？

下記「図１」をご覧下さい。
直接統括する事業場とは、一般的に建設会社等の「本支店等」が該当します。
電気主任技術者の選任方法等については以下の通りです。
例えば「Ａ社」では移送用発電設備を使用する複数の異なる工事現場があると仮定
します。つまり、「○○建設工事現場」、「××建設工事現場」、さらに「△△建設工
事現場」とかいった具合に「複数の異なる建設工事現場」が存在すると仮定します。
そして、Ａ社では移動用発電設備を使用するこれら複数の建設工事現場を「直接統
括する事業場（本支店等）」がある場合、工事現場ごとではなくて、この「直接統
括する事業場（本支店等）」に、電気主任技術者を選任することができることにな
ります。
直接統括する事業場（本支店等）に、電気主任技術者を「一人以上」選任すること
により、この選任された電気主任技術者が維持管理の保安確保の監督者としての任
を担うことで、個々の使用する場所（建設工事現場等）ごとに電気主任技術者を選
任しなくてもよいことになります。
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図１　�直接統括する事業場（本支店等）にて電気主任技術者を選任する場合、太枠
の中から電気主任技術者を選任することになります。

統括する事業場が管理する範囲

○○建設工事現場

××建設工事現場 △△建設工事現場
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主任技術者選任
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移動用発電設備を「使用する場所」（建設工事現場等）に、電気主任技術者を選任
する場合は下記「図２」をご覧下さい。
移動用発電設備を「使用する場所（建設工事現場）」ごとに電気主任技術者を選任
することとなるため三人必要となります。

A3

図２　�使用する場所（建設工事現場等）に主任技術者を選任する場合、太枠の中か
ら電気主任技術者を選任することになります。

A　社　建　設　工　事　現　場

○○工事現場

主任技術者選任

△△工事現場

主任技術者選任

××工事現場

主任技術者選任

◆「HOSPEX�Japan�2012」11／14（水）～16（金）
10：00～17：00東京ビッグサイト東ホール。病院設
備機器展。病院向け非常用・常用発電機やコジェネ
等の電気設備、機械設備・医療機器を展示する。病
院における停電・節電対策、災害時の最適な電源確
保対策、排熱利用システム導入事例、情報通信シ
ステムを活用した米国スマートホスピタル事例の
セミナーも行う。主催：（一社）日本能率協会産業
振興第一ユニット他　☎03－3434－1988　E-mail：
hospex@convention.jma.or.jp
◆「SEMICON�Japan�2012／PV�Japan�2012」12／
５（水）～７（金）10：00～17：00幕張メッセ２～８
／９～11ホール。SEMICONでは半導体・太陽光・
LED（発光半導体素子）の製品展示や、LED照明、

OLED（有機発光半導体素子）照明、植物工場の
LED導入事例、OLEDの海外市場のセミナーを行う。
展示会の問合せはセミコン・ジャパン☎03－6812－
8690。PVでは有機薄膜・色素増感太陽電池、メガ
ソーラーの製品展示や、平成24年度住宅用PV補助
金、固定価格買取制度の10kW未満のPVの設備認定、
海外新興市場のセミナーを行う。展示会の問合せは
PV� Japan☎03－6812－8694。いずれもセミナーは
SEMIジャパン☎03－3222－5993。
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